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1学期最後の月になりました
梅雨が明け，猛暑が続いています。早いものでもう7月。１学期最後の

月になりました。
１学期を振り返ってみますと，学校行事もほぼ例年どおり，実施すること

ができました。お花見集会やスポーツフェスティバル，各学年の校外学習
など，コロナの対応で工夫された新しいスタイルでの実施となるものも多く
ありました。校外学習をはじめ教室の外での活動は，活き活きとした子供
たちの様子が見られます。改めて，小学生にとって体験することは大切な
学習だと思いました。
間もなく夏休みがやってきます。約４０日間の長い夏休みになります。

夏休みは，目標を持って，計画的に過ごすことが大切です。健康・安全
に心がけ，楽しく，そして充実した夏休みになることを期待しています。

１年生 学校たんけん ２年生 サツマイモの苗植え
６月２１日（火），１年生が学校 ６月１６日（木），１７日（金）に２年生と

たんけんを行いました。入学して 特別支援学級の子供たちが，サツマイモの苗植
まだ３ヶ月目の１年生にとって， えを行いました。JA土浦の方々をゲストティー
学校にはまだ何があるかわからない，未知の世界 チャーとして迎え，苗を準備していただき，植
です。ワクワク，ドキドキしながらたんけんに取 え方等の指導にあたっていただきました。
り組みました。 一人一人が苗を持ち，穴を掘
グループごとにたんけんしたい場所を選び，メ りながら植えていきました。秋

モをとりながら活動しました。職員室や校長室に には収穫の時期を迎えると思い
もかわいい１年生がやってきて「失礼します，学 ます。おいしいサツマイモがで
校たんけんにきました。」ときちんとあいさつし， きることを願っています。
先生方に質問したり，観察したりしていました。

６年生 上高津貝塚見学，体験学習 心のこもった「桜のしおり」
ありがとうございました

６月２１日（火）２２日(水）の２日 先日，近隣にお住まいの方が，今年度入学した１年
間に分けて，６年生が社会科の 生と卒業する６年生一人一人に真鍋小学校の桜の花び
学習の一環として，上高津貝塚 らを利用して，しおりを作ってプレゼントしてくださ
へ行ってきました。 いました。今年の春，真鍋小学校を訪れた際に，花び
初めて見る貝塚や竪穴住居， らを集め，作ってくださったそうです。

土器などに感動し，熱心に見学し その方は，真鍋の桜が大好きで，毎年春になると真
ていました。そして，縄文人の服を実際に着たり，火起 鍋小学校を訪れていたそうです。事情があって今年度
こしにチャレンジしたり，楽しそうに体験に取り組んでいま いっぱいでこの地を去ることが決まり，真鍋小学校の
した。 子供たちに何かしてあげたい，と考えプレゼントに至
社会科の学習は体験活動や実際に見聞すること ったとのことでした。真鍋の桜を大切に思ってくださ

が大事だと言われています。今日の体験学習を元に ると同時に真鍋小の子供たちにも心遣いをいただき，
歴史に興味・関心を持ち，さらに学習を深めていけれ 本当に感銘を受けました。１年生と６年生のみなさん
ばと思います。火起こし体験に一生懸命取り組み， は，心を込めて作っていただいたしおり
煙が出た瞬間の子供たちの素晴らしい笑顔が，とて を感謝の気持ちを持って，大切に使って
も印象的でした。 ほしいと思います。（１年生には配付し

ましたが６年生には後日配付します）

校長室より
真鍋小学校の卒業生である三浦春馬さんをご存知でしょうか。本校の２００３年度の卒業生です。先日，
三浦春馬さん主演の「森の学校」という映画を見てきました。本校の卒業生なので，一度その映画を見
てみたいという気持ちもありました。この映画は三浦春馬さんが真鍋小５年生の時の初主演の映画だそ
うです。作品の舞台は昭和10年代初頭の丹波篠山。自然豊かな静かな城下町で，優しい両親や友達に囲ま
れ，やんちゃながらも正義感があり，心優しい少年を演じていました。家族
や仲間，古里，そして親としての在り方について考えさせられた素晴らしい
作品でした。また，三浦春馬さんの映画を，想いを持って，ずっと上映して
いる映画館にも感動しました。
桜の季節になると今でも多くのファンの方々が真鍋小学校を訪れます。三

浦春馬さんの偉大さとよき人柄を感じます。お会いしたことはありませんが，
真鍋小当時の三浦春馬さんとこの映画の主人公の姿が重なりました。この映
画を見て，改めて，三浦春馬さんが真鍋小そして郷土の誇りであると思うと
同時に，真鍋小の大切な卒業生として心に刻んでおきたいと思いました。

元気と夢を育む真鍋小学校
まなべ「熱中時代」


